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1 ── 大学における発達障害学生支援の現状
日本の大学が直面している課題の一つに、発達障害１）のある学生の対応がある。日本学
生支援機構（2015）によると、大学に所属する診断を受けた発達障害学生の人数は、2006
年から 2013 年の間に 339 名から 2042 名へと約 6 倍に増加し、大学に何らかの配慮を求め
る学生は 82 名から 1419 名へと約 17 倍に増加している。そして、その周辺には、診断を
受けていないが発達障害が疑われ、何らかの支援を大学に求める学生や、大学に支援を求
めていないが、教職員が配慮を必要と感じる学生が相当数存在する。
一方、発達障害学生に支援を行っている大学も大きく増加している。授業面の支援につ
いては 2006 年度 22 校だったのが 2013 年度は 235 校となっており、支援内容は「注意事
項等文書伝達」「実技・実習配慮」などが中心である。授業以外の支援については、大学・短
大・高等専門学校込みで、2013 年度 336 校であり、「保護者との連携」「出身校との連携」「専
門家による心理療法としてのカウンセリング」などであり、ごく一部の大学で「社会的ス
キル指導」などが行われている。
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【要旨】大学において発達障害のために支援を必要とする学生が増加しつつある状況に対
して、大学の半期の科目として、自己のライフスキルにおける課題に気づき、彼らが他の
受講学生とのかかわりを通して、自ら対応策を考えて実践する機会を設定した。主に扱っ
たのは、大学生活にとって重要なライフスキルの領域と考えられる「時間管理・空間管理」
「認知特性の理解」「感情コントロール」「コミュニケーション」「就労に向けて」についてで
あった。全授業終了後は、受講前に比べ、発達障害学生、定型発達学生ともに自己の課題
への気づきが上昇した。また、定型発達学生は、他者の課題に寛容になるとともに、自ら
の弱さも周囲に理解してほしいと望むようになった。授業の中で、障害の有無にかかわら
ず、相互の課題を交流させることによって、相互に多様性への理解を深め、自己理解を深
めることができたことが推察された。
2016 年４月に障害者差別禁止法が施行された。この法律では、障害者に対して合理的配
慮を行うことは、公的機関においては義務であり、私的機関においては努力義務であると
している。合理的配慮とは、国連の障害者権利条約で提言されている概念であり、障害の
ある人が、障害ゆえに受ける不利益を解消するような、社会的常識に照らして過度な負担
にならない程度の配慮のことをいう。合理的配慮の提供義務は大学にも適用されるため、
発達障害による不利益を補う配慮のあり方についての議論が徐々に深まってきている（高
橋・高橋，2015）。しかし、発達障害学生のニーズと、社会にとって過度な負担にならない程
度との間のバランスを取ることは難しい。大学における合理的配慮のあり方は、模索の段
階であり、時に教員が学生を「囲い込ん」だり、逆に「門前払い」「突き放す」ことなどが
起こりやすいようである（高橋，2010）。
2 ── 必要とされる支援の質
1.　自己を振り返るための支援
では、発達障害学生に対して、どのような支援が必要となるだろうか。また、大学の合
理的配慮の枠組の中で提供可能な形の支援とはどのようなものだと考えられるだろうか。
まず、大学生という発達段階にある者一般に向けた発達支援は、発達障害学生にとって
も必要である。大学生は、それまでの大人に保護された段階から、社会の中で自立する段
階の移行期にあたる。大学生の時期に友人などとのつながりを深め、他者との関わりを通
して自己理解を深めることは、その後の段階で社会の中で自己を生かして行くためには非
常に大切である。現代のように将来をイメージすることが難しい時代においては、発達障
害の有無にかかわらず、多くの学生にとって支援が必要な課題だろう。
発達障害のある学生の場合、自己理解はどのように進みうるだろうか。筆者の印象で
は、一般に発達障害者は、自分自身について振り返ることに難しさがあるようである。そ
れは、一つには対人関係に課題を持つ者が多く、他者との関係の中で自己を知る機会を持
てないためだろう。また、自身を振り返ることが難しくなるような発達的な特性の影響も
考えられる。すなわち、短期記憶の制約のために自身を振り返る力に限界があったり、感
覚過敏などの困難に対応することに意識の多くが割かれる結果、自己を再帰的に振り返る
ことに注意を配分できないなどの、認知特性上の課題のためかもしれない。あるいは、周
囲から共感を得られない経験や、叱責される経験の積み重ねのために、自身を振り返るこ
とへの抵抗感を強めていたり、振り返ることをあきらめてしまっている可能性がある。
これらの特性を考慮しながら、大学生の発達段階に必要な自己理解を促すことが、発達
障害学生支援の重要な側面になると考えられる。
2.　生活領域全般に及ぶ支援
WHO（1997）は、ライフスキルを対人場面で展開される社会的スキルを含む心理社会的
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能力であり、日常生活で生じる様々な課題に対して効果的に対処するためのスキルである
としている。さらに成人期に必要な 10 のライフスキルとして、「意思決定」「問題解決」「創
造的思考」「批判的思考」「効果的コミュニケーション」「対人関係スキル」「自己意識」「共感
性」「感情対処」「ストレス対処」をあげている。
また石隈ら（2016）は、「自己を知る」「他者・集団とつきあう」「学習を工夫する」「キャリア
について考える」の４領域をライフスキルの軸として、高校生向けの心理教育プログラム
を提唱している。これらの領域は、発達障害学生に対して主に支援されてきた「学業生活」
「日常生活」「友人関係」「卒業後の進路」（井野他，2009）とほぼ重なっており、発達障害大学
生においても、石隈らがあげたのと同様の領域における心理教育は必要だと言えよう。
3.　集団での活動を通した支援
先にも述べたように、大学で行われている支援の多くは、高校や保護者との連携と、学
生相談室などによるカウンセリングであり、多くは個別的な支援である。グループに対す
る支援は、ソーシャルスキルトレーニングなどを、ごく一部の大学が学生サービスの一環
として行っているにすぎない。個別的支援は、同世代の他者との関わりを通して自己理解
を深めるという青年期の特質と整合していない点から、それだけでは十分な支援とはいえ
ない。また、コスト面からも、今後発達障害学生がさらに増加した時に、学生の支援ニー
ズに十分に答えられない可能性もある。従って、大学にとって無理のない形で、発達障害
学生に有効な支援方策を考えることは急務である。
このような中で、大学の基本インフラである授業を通して、発達障害学生に必要なスキ
ルを伝達することが可能ではないかと考える。現在の心理学関連の授業には、心理学を学
問として学びたい学生だけでなく、心理的なサポートへのニーズを持つ学生が多く受講
し、自己の問題のとらえなおしや対処法の学習をしている。発達障害に関する授業におい
ても、発達障害的な特性を持つ大学生が、自己理解を深める目的で受講していることが少
なくない。このような現状に対応して、障害学生が自己にかかわる課題を把握し、対応を
考え実践するような授業は、アクティブラーニングの一環としても有効だろう。この試み
は、発達障害学生だけでなく、発達障害について学習したいと考えている多様な学生にと
っても有効だろう。障害学生の課題を共有しながら、自己理解を深め、自己の課題と向き
合う機会になると思われる。
3 ── 発達障害学生の支援につながる授業運営
筆者は、私立Ａ大学の全学部生が自由に履修できる共通教養課程で、2014 年度、2015
年度にわたって「発達障がいと大学」という授業を開講している。これは、発達障害学生
の大学生活上の課題に対応する試みとして、大学の授業という枠組の中で行ったものであ
る。授業という大学に既存のシステムを利用した支援であることから、障害学生支援の専
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門の組織がない教育機関でも実施可能だと考えられる（常田・辻，2016）。
なお、本報告に関する倫理的配慮として、授業において、受講者の様子やコメントの内
容を個人が特定されない形で論文にまとめる可能性があるが、協力の有無と単位取得とは
関係がない事を学生に伝え、協力を希望しない場合はコメントの中で申し出るように伝え
た。
1.　授業の受講生
この授業がねらいとする受講対象は、発達障害のある学生だけなく、発達障害に関心を
持つ学生、自身のライフスキルについて考えたい学生などである。シラバスの中でもこれ
らのタイプの学生の受講を呼びかけた。また、学生相談室や障害学生対応の事務組織にも
授業の趣旨を伝え、受講が適していると思われる学生に、この授業を紹介してもらうよう
依頼した。その結果 2014 年度は受講生 52 名、そのうち発達障害もしくは講師への障害疑
いの申告のあった学生が 14 名だった。2015 年度は受講生 58 名、そのうち発達障害もし
くは自己申告のあった学生が 14 名だった。
なお、この授業の中では、発達障害学生は他学生に、自分自身の障害についてのカミン
グアウトは特に行っていない。
2.　授業の目標
授業のねらいは、発達障害のある学生、ない学生ともに、ライフスキルを成長させる意
識を高めることと、自他のライフスキルの状態がいかに多様であるかを知ることを通し
て、発達障害の理解を深めることである。そのために、発達障害者の諸特性について、ラ
イフスキルの観点から説明した上で、受講生自身の現状について各自に考えさせ、自身の
課題と対応を考える、ということを行った。
授業では、対象とするライフスキルの諸側面について、講義形式とワークショップ形式
を混ぜながら授業を実施した。ワークショップ形式の授業では、例えば、小グループに分
かれて、ターゲットとなるライフスキルについての自分の状態や工夫について受講生が相
互に紹介しあったり、スキルの状態を測定する質問紙に各自回答した上で、おのおのの回
答を受講生全体に紹介したり、共同作業を行うことでお互いの行動特性を直接に知ること
などをねらった。また、A4 判裏表で、全 15 回分の授業での気づきや質問を記入できる受
講シートを配布し、毎回の授業の終わりに受講生に記入、提出させた。そこに見られた代
表的あるいは特徴的な記述を抜粋したプリントを作成し、次回の授業で紹介した。
また最終回の授業までに、ライフスキルに関する自分の課題に対して、具体的な対策を
講じ、その成果をまとめたレポートを提出し、最終の授業で受講生の前で発表した。
授業全体を通して、障害と定型発達は明確に区別されるものではない連続体であるとい
う基本的な考え方を重視し、発達障害のある学生とない学生を区別せずに扱うよう配慮し
た。
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3.　授業の内容
授業の各回のテーマは表１の通りである。
まず授業の導入で、大学の持つ特性や、発達
障害についての一般的な知識を伝えた。次い
で、ライフスキルの諸側面について、①生活管
理スキル、②学習スキル、③感情管理スキル、
④コミュニケーションスキル、の 4 つの側面に
つき 2 コマずつ授業を行った上で、最後に就労
についての考え方、当事者の話を聞く、自身の
取り組みの報告、という流れで 15 回の授業を
行った。
生活管理スキルに関しては、時間管理として時間遵守や締め切りを守ること、規則正し
い生活を送ることなどに関する内容と、空間管理として持ち物の管理や整理整頓に関わる
内容を扱った。それぞれ、注意集中に困難がある発達障害学生にとっての課題であるが、
障害のない学生にとっても自身のライフスタイルを振り返ることのできるテーマのようだ
った。小グループに分かれての話合いでは、障害、定型発達の学生が、無理なく自分のこ
とを話すことができた。また、受講シートには、発達障害の疑いを自認する学生から、こ
れまでに時間管理での失敗が日常生活を送る上での大きな障害になってきたことや、それ
を克服するために時間管理に細心の注意を払っていること（遅刻ができない待ち合わせは、
予定時間の 1 時間前に目的地に到着するように心がけ、それにあわせて家をでるべき時間
の 30 分前には外出の支度ができているようにしていること。それでも、忘れ物や、到着
までに迷ったりして遅刻してしまうことが少なくないこと。）などの記載があり、翌週の授
業の冒頭で、受講生全員とシェアしたりした。
学習スキルに関しては、各学生に自分の認知特性を知り、その特性に合わせて授業を受
ける工夫などについて考えた。まず、「本田 35 式認知テスト」（本田、2012）を行うなどして、
自分の得意な認知特性を明らかにした。次いで、口頭での説明を各自ノートにまとめるワ
ークを行い、自分の認知特性に適したノートの取り方を工夫することを促した。その後、
小グループに分かれて、自分の認知特性と作成したノートとの関連性について、お互いに
紹介しあった。また、読字障害を持つ学生の受講シートの記述の中で、文字が黒い丸の羅
列に見えてしまう時があることや、それを避けるためにノートをとるときは色を多く使っ
ているなどの工夫が紹介され、それを次の授業でシェアした。
なお、受講生の認知テストの結果を集計すると、障害の有無にかかわらず、受講生の四
分の三がイメージや具体物の操作を通じての理解が優勢な、視覚優位の認知スタイルであ
ることがわかった。大学の授業の中には、視覚教材が少なく、口頭での説明と文章中心の
テキストで進む授業も少なくないと思われるが、このような授業への対応の工夫は、障害
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授業回              授業テーマ
1                     オリエンテーション・アンケート
2                     大学環境とは・発達障がいの概説
3,  4                 生活管理スキル
5,  6                 学習スキル
7,  8                 感情管理スキル
9, 10                コミュニケーションスキル
11, 12               就労について
13                    自分取扱い説明書作成
14                    当事者の話を聞く
15                    レポート発表・アンケート
表 1　授業の概要
の有無にかかわらず多くの学生に必要であることが示唆された。同時に、教員も学生の現
状を理解し対応する必要があるだろう。
感情管理スキルに関しては、認知行動療法の基礎の解説をした上で、自分自身の感情状
態を可視化するために、川崎就労定着プログラム「K-STEP」（川崎市、2016）を大学生活に
適合するよう改変したものを用いて、受講者各自がセルフケアシートを作成した。これ
は、自身の好不調の状態をよく表す単語をリストアップした上で、その時々の自分の感情
状態がその単語にどの程度当てはまるかを毎日チェックすることによって、自身の感情状
態の変動を可視化するツールである。作成後小グループに分かれて、作成したセルフケア
シートを紹介しあうことによって、各自が自身の好不調状態をどのように感じているか、
どのような時に不調になりやすいか、不調になった時にどのようにして回復しているかな
どについて紹介しあったりした。
また、翌週の授業まで実際に毎日シートをつけることにより、自身の感情状態の変化を
モニターした結果を、次の授業で報告した。すると、「自分の気持ちがだんだん落ち込みが
ちになるのがわかった」「バイトのある日は精神的にイライラしていることに気付いた」「自
分の気持ちを把握できることが心強かった」などの感想が多く見られ、障害の有無にかか
わらず、自身の感情状態を可視化することで、様々な気づきがあったようだった。
コミュニケーションスキルに関しては、社会言語学における会話成立の条件にかかわる
講義を行った後に、2 人組をつくり、複数の人々が見守る中で、設定されたテーマについ
て協力的な会話をするというワークショップなど行った。発達障害学生の中には、コミュ
ニケーションに困難を感じ、日頃大学で人と話をすることが少ない者もいたが、このワー
クショップの中では、聞き手が受容的に話を聞くことを意識していたので、彼らも安心し
て自分のことを話すことができたケースが多かった。「久しぶりに人と話をした」「聞くのが
うまいと評価してもらえて、うれしかった」などの感想が発達障害学生からあった。一方
で、日頃会話の経験が少ない障害学生が会話の機会を持つためのワークショップであると
いうことがうまく理解できず、ただおしゃべりをしただけ、という定型発達学生のケース
もあった。
また、授業の終盤には、授業に関わる部分で自分の課題を分析し、それに対する具体的な
対応案を考えた「自分取扱い説明書」を作成し、それに沿って 2～3 週間程度の実践を行っ
た結果をレポートにまとめた。最後の授業では、各自がそのレポートを全員の前で発表し
た。自分と類似した課題を持つ他学生の課題への対応を聞き、自身の参考にしたり、多くの
課題がある学生の工夫を聞く事で、受講生間の多様性への認識を深めることができていた。
4.　授業の雰囲気
授業の中では、各トピックごとに、可能な範囲で受講者間のディスカッションを行っ
た。自己の様々な領域を可視化する質問紙などを行ったときは、その結果を見せ合うこと
が、ディスカッションを活性化するのに有効だった。発達障害学生は全般に自分から積極
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的に自己の状態について語ることは難しい様子だったが、定型発達学生の中には、積極的
に周囲の学生から話を引き出そうとする学生もおり、それに応じる形で自身の状態を語る
発達障害学生も見られた。一方、はじめから誰とも接触しないような場所に着席し、講義
の間ずっと他学生と接触しようとしない発達障害学生もいた。このような状況への対応と
して、受講後に提出してもらうコメントから特徴的なものを書き抜き、次の授業で紹介し
た。発達障害学生のコメントを紹介すると、それに対するコメントが別の学生から寄せら
れるなど、学生が相互に他者のコメントにも関心を示しながら、授業を受けていることが
示唆された。
また、最終回に各自が自己の課題について実践した結果を報告した際には、各受講生が
順次クラスの前に立ち、自身の成果についてのプレゼンテーションを行った。他学生の行
った生活上の具体的な工夫への関心は、どの学生にとってもとりわけ高い様子で、授業全
体の感想からも、様々な取り組み例が参考になったとの記述が多くみられた。
5.　受講前後の発達障害への意識の変化
2015 年度の授業では、初回の授業と最終回の授業に、自身の課題の理解や、発達障害へ
の感じ方についての調査を行い、授業を通した受講生の意識の変化について調べた。表 2
に示した各項目に対し、1「全くあてはまらない」、2「あまりあてはまならい」、3「どちら
とも言えない」、4「ややあてはまる」、5「とてもあてはまる」の 5 件法で回答を求めた。
099和光大学現代人間学部紀要　第10号（2017年3月）
                                                                   発達障害学生（N=10）                             全受講生（N=43）                          
                                                                   受講前                 受講後                          受講前                    受講後             
                                                                   平均   標準偏差         平均   標準偏差           平均   標準偏差         平均   標準偏差 
自分のよいところがわかる。                             3.10         0.74         3.50         1.08            3.28        0.908         3.49        0.910
自分の生活・学習面などでの課題が                    3.40        1.075         3.80         1.14            3.72        0.984         4.02        0.771 わかる。自分の課題への対応方法について                       3.10         1.20         3.20         1.14            3.37        0.976         3.79        0.773 **考えることができる。自分の課題の対応について、                             2.67        1.225         3.22         0.97            3.02        1.000         3.50        0.804 *見通しをもつことができる。自分は卒業後に役立ちそうな知識                       2.40         0.70         2.70         1.06            2.44        0.854         2.88        0.879 *を十分持っている。自分は卒業後に役立ちそうなスキルを                 2.50        0.972         2.90         1.29            2.65        0.997         2.81        1.097 
十分持っている。毎日の生活をスムーズにするために                    3.56         1.01         3.00         0.87 *         3.36        1.032         3.40        0.912 工夫している。毎日の生活が心地よい。                                   3.00        1.155         2.80         1.14            3.12        1.117         3.07        1.100 
発達障害について、高校時代までに                    3.10         1.29         2.80         1.14            2.63        1.496         2.53        1.386 
学んだことがある。発達障害についての知識を                                3.11        1.054         3.56         1.01            2.52        1.194         3.26        1.106 **十分持っている。発達障害を持っている人は                                2.89         1.54         2.78         1.64            2.53        1.301         2.53        1.240 気の毒だと思う。
発達障害を持つ人と友達になりたい。                 3.00        0.926         3.38         1.19            3.30        0.939         3.38        0.868 
自分の苦手なことについて、                             4.00        1.054         4.30         0.95            3.47        1.182         3.88        1.096 **周囲に理解してもらいたい
発達障害がある人に配慮を求められ                    3.80         1.03         4.10         0.74            4.30        0.860         4.30        0.773 たら協力したい。発達障害がある人が配慮されるのは                    2.00        0.707         2.00         0.87            2.14        1.049         2.12        1.087 
不公平だと思う。発達障害のために苦手なことに対して、              2.20         0.92         2.20         1.03            2.07        0.828         2.02        1.035 配慮を求めることは、甘えだと思う。
                                                                                                                                                     *p≦0.05 **p≦0.01 
表 2　発達障害学生と全受講生の受講前後の自己や障害に対する意識の比較
質問紙への回答結果を、表２、図１に示す。
発達障害学生については、「自分のよいところがわかる」「自分の生活・学習面などでの課
題がわかる」「自分の課題への対応について見通しを持つことができる」など多くの項目で、
対象者数が少ないためか有意な差はなかったものの、受講後に得点が上昇する傾向を示し、
自身への理解が深まったことが窺えた。一方「毎日の生活をスムーズにするために工夫し
ている」の得点が受講後有意に低下しており、授業を通して、自己の課題に対応するため
の工夫の必要性を自覚した結果、得点が低下したことが推察された。
なお、終了後の自由記述による感想では「発達障害について諦めること多かったが、こ
の授業を通じて理解を求めてもおかしくないと思うようになった。」などの感想が見られ、
授業による成果がある程度あったと考えられた。
受講学生全体では、「自分の課題への対応方法について考えることができる」「卒業後に役
立ちそうなスキルを持っている」「発達障害についての知識を十分持っている」などの項目
で、受講後の得点が有意に上昇した。障害の有無にかかわらず、自身の課題に自覚的に取
り組む意識が芽生えたことや、授業を通して発達障害の知識を習得したことが推測された。
同時に、「自分の苦手なことについて周囲に理解してもらいたい」の得点が有意に上昇して
おり、授業内のディ
スカッションなどで
自己の課題を開示し
あうことを通して、
自身の弱さの表出や
周囲の寛容さを求め
る気持ちも増大し
た。自己の弱さへの
寛容さを期待する気
持ちは、他者の弱さ
にも寛容になれるこ
とを示していると言
えよう。授業の中
で、異なる認知特性
や感情様式を持つ発
達障害学生と接する
ことで、人間の多様
性を理解することに
つながったのかも知
れない。
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配慮要請は甘え
配慮要請は不公平
配慮要請への協力
周囲による弱さ理解の期待
発達障害者への親近
発達障害者は気の毒
障害知識
障害学習経験
毎日が心地よい
生活の工夫
卒業後に有用なスキル
卒業後に有用な知識
自己課題への展望
自己課題への対応
自己課題理解
自己長所理解
発達障害学生
受講前 受講後 *p≦0.05 **p≦0.01
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図1　受講前後の発達障害学生と全受講生の自己や障害に対する意識の変化
全受講生
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4 ── 実践を通した考察
本授業は、授業アンケートにも見られたように、障害の有無にかかわらず、学生に一定
の影響を及ぼしたことが推察された。特に発達障害学生にとっては、障害がもたらす多様
な課題について、主体的に考える契機となり、それと同時に、課題に対する具体的な取り
組みに悩み始めたように思われた。
授業という形式を通して、発達障害学生と定型発達学生が一緒に学ぶことは、双方の学
生にとって多様な意味があったと思われる。
まず、発達障害学生にとっては、他者と自他の特性についてのコミュニケーションを行
う機会となった。木谷（2015）は、自閉症スペクトラム障害の成人の自分のとらえ方の変
遷を、当事者へのインタビューに基づいてモデル化しているが、それによると、他者に存
在を受け止められたり、似た体験を他者と分かち合うことが、自身の在り方を調整する重
要な契機となり、最終的に人の中で生きられる自己を生み出していくとしている。一般に
発達障害学生は他者との付き合いが不得手のため、他者との関わりを通して自己理解を深
める機会を得ることが難しい。本授業において、自分と似たような他学生の存在や、自分
の特性を穏やかに受け止めてくれる他学生とコミュニケーションをとる機会が得られたこ
とが、自己と向き合う契機になった可能性は大きいと考えられた。
また、定型発達学生にとっては、発達障害学生の困難に対応して設定した課題が、定型
発達学生自身にとっても有用であったことなどから、自身のライフスキル上の課題探求の
機会になったと同時に、障害と定型を異なるものとみなすのではなく、困難の程度の差の
問題であることを認識する機会となった。また、発達障害学生の困難を直接聞くことによ
り、障害の特徴をより実感的に理解したり、支援のあり方について考える機会となった。
このような経験が、必修科目と異なり、出席の有無が学生にまかされて展開するゆるや
かな構造の中で行われたことは、授業内での取り組みに対する学生の主体的な関わりを高
めることにつながったと思われた。
なお、この授業に関する今後の課題としては以下のようなことがらがあげられる。
第一に、授業は自己の課題の発見とそれへの対応の小さな試みを行うことまでで終わっ
てしまい、個々の課題に応じた個別の対応方法を考えるには至らなかった。個々の発達障
害学生にとっては、課題のみが突きつけられ、対応については自分で考えるよう促された
といえるかもしれない。このような個別の課題に対しては、授業という形式よりも、より
少人数でのグループワークや個別のコーチングのような方式が適している。大学内でその
ような個別支援の機能を十分に持つことが難しい場合であれば、大学外の機関との連携な
ども考慮することが必要となる。
第二に、このような授業の成否は、大学の持つ風土などに関連しているかも知れない。
授業が行われた大学は、全学生に占める障害学生の比率が高く、他学部の授業なども含め
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て、多様性に対して受容的な、リベラルな雰囲気を持っている。このような大学の特性
が、授業運営に有効に作用したことは想像に難くない。それぞれに独特の風土を持つ大学
というコミュニティの中で、授業という学生に開かれた形式を通して、発達障害やその他
の多様性のある人々の共生の方法を模索することは、どの大学においても必要なことだろ
う。
《注》
１）筆者が大学で行った授業では、大学の慣行にあわせて「障がい」という表記をしている。しかし、
法令や医学的な呼称においては、「障害」が一般的であることから、本論文では特に大学での授業名
以外では「障害」の表記を用いることとした。
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